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平成２４年度インターンシップ研修 
平成２４年８月３１日（金） 
   「大学図書館は、大学の研究・教育に不可欠な図書館資料を
効率的に収集・組織・保管し、利用者の研究・教育・学習等の
ための利用要求に対し、これを効果的に提供することを主要
な機能とする。」 
 
  大学図書館基準（大学基準協会 昭和27年制定、昭和57  
年改定） 
2 
大学図書館の役割 
∗ 研究図書館的機能と学習図書館的機能 ⇒ 利用者の要
求の把握と有効な図書館サービスの展開のための不断
の調査・研究・開発 
∗ 大学の研究・教育に必要なあらゆる形態の図書館資料
の収集（購入、受贈・交換等）⇒資料の収集方針の確立、
蔵書の管理体制（精選淘汰） 
∗ 検索手段（蔵書目録）の提供 ⇒ 全国的目録システムの
活用 
∗ 貸出と参考調査（レファレンスサービス） ⇒ 自由な閲覧
（開架重視）、利用者教育 
∗ 単独の図書館であらゆる資料の収集は不可能 ⇒ 図書
館間相互協力 
 
 
3 
大学図書館の機能と業務 
4 
大学図書館の所蔵資料 
• 学習用資料と各専門分野の研究用資料 
• インターネットで利用できるデータベースや電子ジャーナルなども提供 
学習用資料 研究用資料 
入門書 教科書 
学生用雑誌 
留学生用図書 
文庫・新書 
辞書・事典 
白書・統計 
電子ブック 
専門書 
学術雑誌 
電子ジャーナル 
データベース 
特殊コレクション 
5 
OPAC(オンライン蔵書検索システム） 
目録システムの概要 
6 
     ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 
(15) 附属図書館の広報に関すること。 
(16) 中央図書館における図書館資料（図書，雑誌，電子ジャーナル，データベース，電子ブック及び視聴覚資
料。以下この条において同じ。）の収集、購入計画及び契約に関すること。 
(17) 中央図書館，医薬学図書館及び芸術文化図書館共通利用の電子ジャーナル，データベース及び電子
ブックの契約に関すること。 
(18) 中央図書館、医薬学図書館及び芸術文化図書館の外国雑誌の契約に関すること。 
(19) 中央図書館，医薬学図書館及び芸術文化図書館の雑誌製本の契約に関すること。 
(20) 中央図書館における図書館資料の受入及び管理に関すること。 
(21) 中央図書館における図書館資料の目録及び分類に関すること。 
(22) 中央図書館における図書館資料の全国総合目録に関すること。 
(23) 中央図書館における図書館資料の閲覧及び貸出等利用に関すること。 
(24) 中央図書館における図書館資料の配架，保管及び点検に関すること。 
(25) 中央図書館における図書館資料の製本及び修理に関すること。 
(26) 中央図書館の利用に係るコンテンツ管理及び利用案内に関すること。 
(27) 中央図書館における参考調査及び情報リテラシー教育支援に関すること。 
(28) 中央図書館における文献複写に関すること。 
(29) 中央図書館における図書館資料の相互利用に関すること。 
(30) 中央図書館における現金の出納保管に関すること。 
(31) 大学の研究成果の収集及び発信に関すること。 
(32) 図書館情報システムの管理・運用に関すること。 
 
     ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
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図書館情報グループの業務 
8 
大学図書館の業務の構造 
利用者サービス                                      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
蔵書構築・管理                                        
雑誌契約 
雑誌受入 図書発注 
図書選択 
維持管理業務 
（配架・蔵書点検・製本等） 
目録作業 
インターネット 
電子ジャーナル・電子ブック 
契約業務 
利用環境整備 
利用者教育・情報リテラシー教育支援 
レファレンスサービス・学習サポート 
学習支援環境整備 
貸出業務 
∗ 大学で行われる教育・研究に関わる学術情報の収集・蓄積・
組織化と公開(収集・提供及び発信） 
∗ 資料の電子化とインターネットの発達 ⇒ ハイブリッド・ライブラ
リー 
∗ 学生が図書資料（電子資料を含む）を活用しながら自ら学習
する場（快適な学習環境、ICT環境の提供、学生の学修時間
の確保） 
∗ 情報リテラシー教育支援・レポートの書き方等を含む学習サ
ポート 
9 
時代の変化に対応した新しい役割 
∗ 学術研究に必要な資料 ⇒ 印刷された図書や雑誌から、電子
媒体の電子ジャーナル等へ 
∗ 電子ジャーナルの体系的な整備、利用環境の整備が必要 
but 電子ジャーナルの購読価格上昇 
∗ オープンアクセス運動 ⇒ 商業的電子出版への対抗、大学か
らの主体的情報発信 
∗ 機関リポジトリの構築 ⇒ 学術情報を研究者の手に 
∗ 電子書籍への対応、iPadの貸出 
∗ 電子化による図書館不要論の一方で、「場所としての図書館」
の再評価 
10 
電子的サービス 
11 
12 
13 
∗ 大学等の研究機関で、研究や教育の成果情報を収集し、電
子的に蓄積・保存し、提供するシステム 
∗ 大学の生産する学術情報に対して誰でもが無償でアクセス可
能 
∗ 大学における教育・研究活動の社会への説明 
∗ 研究者や大学の社会的認知度を高める ⇒ 研究プロモーショ
ン、研究評価の最大化、社会貢献 
14 
機関リポジトリとその役割 
15 
16 
17 
18 
19 
電子書籍  
  → 書籍の流通と読書形態の変化 
∗ 閲覧スペース（座席・開架書架） 
∗ 個人閲覧室・グループ学習室 
∗ カウンター（貸出・返却、各種相談） 
∗ パソコンコーナー 
∗ 書庫 
∗ 貴重書室 
∗ 事務室・コンピュータ室・機械室他 
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大学図書館の施設・設備 
∗ 学生の学習スタイルの変化 ⇒ インターネットを駆使し、仲間と相談
や議論をしながらレポートを作成する学生 
∗ 社会から求められる学習成果 ⇒ 情報活用能力などの汎用的能力、
チームワークによる問題解決能力 
∗ 「学生の主体的・能動的な学びを引き出す教授法を重視し、例えば、
学生参加型授業、協同・協調学習、課題解決・探求学習などを取り
入れる」 
（中央教育審議会「学士課程教育の構築に向けて（答申）」） 
∗ 講義から協調学習へ、個人学習からグループ学習へ ⇒ 静から活へ 
∗ 事前の準備、授業の受講、事後の展開を通した主体的な学びに要
する総学習時間の確保 
(中央教育審議会「予測困難な時代において生涯学び続け、主体的に考える
力を育成する大学へ」） 
∗ 多様な学習形態に対応でき、学生が長時間の学習に快適に取り組
める環境（施設・サービス）の必要性 
 
 
 
 
21 
学生と学習方法の変化に対応した学習支援 
22 
学習形態・学習環境の変化 
∗ 学生が学習に使う時間を増やし、学習の生産性の向上を促
進させるためのスペースデザイン 
∗ ICT 時代における大学生の学習・教育・生活の全般を支援す
る施設・設備 
∗ グループ学習や情報機器の活用などを特徴とする新しい学習
形態・学習方法に対応した図書館の学習スペース 
∗ 学生１人１人の情報活用能力を涵養し、課題探求能力を有す
る優れた人材の養成を支援することを目的とした物的・人的
サービス 
∗ 各大学やキャンパスの状況に応じて最適な環境を設計すべ
きもの 
23 
新しい学習支援環境としての 
ラーニングコモンズ 
∗ グループワーク・協同学習スペース 
 可動式机・椅子などグループワークに適した家具 
∗ メディア活用スペース 
 各種資料とPCを併用した学習、プレゼン資料作成 
∗ サービスデスク 
 情報機器利用や学習を支援するスタッフの配置 
∗ プレゼンテーションルーム・オープン教室 
 講習会・研修会、オープンなゼミ 
∗ カフェおよびラウンジエリア 
 息抜き、交流、学生の居場所 
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ラーニングコモンズの構成要素 
∗ リフレッシュ・コミュニケーションゾーン（旧館１階） 
 学生の息抜き、交流の場。入館の機会を増やし、長時間滞在を可能に  
する。 
∗アクティブラーニングゾーン（旧館２階） 
 情報機器を活用した活動的学習の場。iPadの貸出 
    学習サポート機能（人的支援）は今後の課題 
∗プレゼンテーションゾーン（旧館２階） 
 講習会等イベントの開催、オープンな授業、プレゼンの訓練 
 
静寂な図書館 ×  集まり、活動する図書館 
25 
富山大学附属図書館のラーニングコモンズ 
26 
富山大学附属図書館のラーニングコモンズ 
アクティブ・ラーニングゾーン 
プレゼンテーションゾーン 
リフレッシュ・コミュニケーションゾーン 
∗ 情報リテラシー ⇒ 情報探索法・整理法・表現法などを
含む総合的な情報活用能力(≠コンピュータ利用能力） 
∗ レファレンスサービスから情報リテラシー教育へ ⇒ 利
用者自身による能動的な情報探索の支援 
∗ 図書館利用者教育から情報リテラシー教育へ ⇒ 情報
一般を対象とした利用指導 
∗ 大学全体の情報リテラシー教育の中での図書館の役
割 
∗ 情報の探索のみでなく、入手した情報の整理・分析、処
理・加工、表現・発信まで 
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情報リテラシー教育支援 
∗ 学生にとって最適な蔵書の構築 
∗ 学生目線の選書 → 学生選書プロジェクト 
∗ 図書の企画展示、読書イベントなど、利用促進に関わる活動 
∗ 広報・情報発信の充実 
∗ ホームページリニューアル 
∗ ソーシャル・メディアの活用（Twitter、Facebook） 
∗ 機関リポジトリの活性化 
∗ 情報リテラシー教育支援の充実 
∗ レポート・卒論作成の学生を対象とした研修会 
∗ 学習と交流の場としての図書館施設・設備の整備・活用 
∗ ラウンジ、ラーニングコモンズ、電子書籍リーダー 
∗ 展示会、講演会などのイベント 
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富山大学附属図書館の課題 
29 
30 
ソーシャル・メディアの活用 
∗ 蔵書構築 
∗ 教員任せの選書 ⇒ 学生ニーズの把握、根拠に基づいた
計画的蔵書構築 
∗ 電子情報サービスの導入と提供 
∗ 空間プロデューサー 
∗ 快適な学習空間の構築と運営 図書館の競争相手はスターバックス？ 
∗ 図書館空間を活用したイベントの運営 
∗ 情報発信センター 
 機関リポジトリの推進（研究成果、教材、広報） 
    
31 
図書館職員の新たな役割 
学術情報、学習スペース、知識の創造 
 ⇒ 図書館を中心とした大学の再構築 
